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柔らかI…芽吹く季節を迎えていますb平成11年度もスタートし、…§市内でも一斉に鮭

まりました。今年度も下之郷遺跡や伊勢遺跡で確認調査を予定していて、貴重な調査成果があがるものと
■

期待していますbまた､民間開発や個人住宅の建築にともなう調査も予定されていますの一画その成果を

速報するとともに、整理調査で新たにわかったことについて乙貞紙上で速報していきたいと思います｡今

年度は津鴎詞浪を迎え、新たな気持ちで乙貞を発行していきたいと思いますt

就任の＝

毎朝、新聞を読むと必ずと言ってよいに ど文化財の記事オ
の

載っています上 人間の歴史が今ほどニューヌ

になるとは10年前にぱ想像もできなかったことです6
9●

平成10年度に新聞やテレビで報道された守山市の遺跡は滋賀県内でも最も多く、その内容も全匡酌に
ユ

貴重なものでした。日頃各地で行われている発掘調査の成果が、広く市民に公爵 される機会は限られて

いますb守山市ではこれからも、現地説明会や特別展示会の開催を通して、帥灘を知って い た 犬

く機会を増加したいと考えている次第です｡私達の日常生活は時間や経済活動に追われ､過去を振り返る

時間さえなかなかないのが現状ですb学問や生産など人間の諸活動や町 それを取り巻く自然環境には栢目

に影響を与えてきた長い歴史がありますおそれを振り返りその歴史に学ぷこと力、私たちの現在を正しく

知り、より良い未来を見つめていく材料になるといえます

今年度も、埋蔵文化財の縮や雛をとおして、市即離に歴史恢化財に衡頚1て頂く機会を増ヤ

していきたいと思っています｡そして、これからの守山について考えて頂く機会を提供していきたいと考

えていますの寧尽どうぞ宜しくお願いいたします6

守山市立職化財センター所長津田増失

1．下之郷適娠認2次調査（下之擢甑]う

新しく完成した都市計画道路(古高･川噸の西隣において、2月末から3月中旬にかけて…

を実施しました｡調査地点は下之郷遺跡の環濠集落の内側にあたり、たくさんの柱穴と区画溝などが検出

されました。直径1Om程の範囲で､柱穴が円形に配置された遺構が検出されました。重要遺跡の確認調



査であり、這構の掘削を行って『

ないため詳しいことはわかって心

ません爪過去の下乏郷這跡の調

査でいくつかみつかっている鐙
芸灘であろうと推測されます。

今回の調査は、遺構の広がりや

I性格をつかむための確認調査であ

り､平面検出に歪めていて､見つ

かった這構については元に埋めも

どして、地中に保存していますb

01股即
A下之擢臆跡検出状況

2．酒寺遺跡の言鰭（49次調査）

3月後半に下之郷町字シノにおいて、アパート建築に先立ち発掘調査を実施しました。この場所は弥生

時代の環濠集落である下之郷遺跡の東側約50mの地点にあたります｡環濠の外側がどのように利用され

ていたのかを知る上で重要な地点といえますb調査の結果､古墳時代前期頃に利用されていたと思われる

溝力這鰭地を南北に分断するように検出されました。この溝は幅約2.5in、深さ8Ocm程の規模で、砂

まじりの士で埋まっていて､水力勢いよく流れていたことがわかりますbまた、溝の肩に杭か4～5本打

ち込まれていました。きっとこの溝は、田んぼに水を導く用水路だったのでしょう。また、この溝の東側

部分からは､水田の鰭端出されたことから､古墳時代においてはこの周辺力眺田として士瑚1用きれて
いたと考えられます。01w
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平成,0年7月下旬から､田井中善晴氏と圃崖崎篭営了瀞涯鰭｣を守山市内を対象に調査を行いま
した。「近代化這産」とは蒜から昭和20年までの闇に、明治の産業革命と呼ばれる凄の発展や教育

制度な＆現在の日本の基礎が目ざましく向上した過程を示す這産のことです。市内を回っ電てみて､それ

力鞘ど残っていないことに驚き残念に思いましたが、逆に残っている這産のある「項目」に興味を覚えま

した。市内の近代(上這産の項目としては、農業｡教育｡神社。その他の大きく分類して4つの項目でした。
ひも んお おあ ざ

農業では野洲川の水を用水として利用するための獄弓や、各大字に残る農業倉庫｡用水路などです｡教育

教育では雪誉董稔像や学校の門､神社では織美蕊詩などaその他の部類では顕彰碑があります．
けんしょうひ

明治時代に錨藷を目指したときの這産や､農業では自然の溜池から用水路施設へと大きく変化してい
ること、戦争中に二宮尊徳像が設置されたことなどｶﾏ潅認されました。

さて､JR西日本の瀞署は2ヵ所で市内では今まで見ることのなかった橋があることが分かりました。
｡吉身三丁目の島田川にかかる橋梁で､3連と1連の総みの撒く2カ所で確認されました｡堀海道団
地の奥にあって日頃目につく場所ではありません祇一度目にすると記憶に残るものですので、この記事

を見られた方は是非ご覧ください。この橋が現在まで何故残っていたの力注目されますが､1889年に造ら

れたことがJRの記録にあります。現在でもそうです爪JR線に係わる工事例えば地下道など）を行
こ超つ

うときは厳しい条件がJR側からつけられるそうです。この線路を守る噛り」が橋梁を保存してきたの

ではないかとおもわれますも（下の写真）

さて、別の項目で赤野井町の浜の集落の西側で、蓮如の箸塚の近所の道路端に県道の起点の碑を見かけ

ました。噺ﾛ40年代以前のものと思われます斌この碑も日頃目にすることはありません。赤離F浜か

ら赤野共を弓通って何処に通じていたのかわかりません試当時の地図で探してみるのも興味深いとおもわ

れます｡また､顕彰碑では､市内に苦難獄.錨蓬織｡義莞堅｡等諾読｡言笛畿などの先人をれま式また、顕彰碑では、

識るものがありますb

かつて、野洲川改鵬で謝謝､幾つか

撤去されましたが､洲本町と水保町のﾈ雷跡

には､ダ係図橋の標石が4ヵ所弓保存されて

いますbところ斌下流の天神橋や大m橋

などではその石が全く保存されていません

。しかも、橋力道路から分離されて宝に浮

いたままです。近い将剰散去されるのでは

ないかと思いますが､文化を残すという立

場で考えると、地域に深く関わった橋を残
A島田川の橋梁



すことが歴史の証人として大切なのではないでしょうか。不要になったから撤去するのではなく、不要に

なればそれを保存し、後世に伝えようとする考え方の有効性を証明するのが文化なのだと思います｡

市内を一周して文化紋化遺産の綱通されていないことを感じたと同時に､歴史を振り返ることの

できる遺産を後世に残していく活動や意識力､大切であると感じました。（山働
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上 貝オーセンター入戸弓講座のご案内

鱗､市内で¥実施している莞ﾖ悪謁査によって､たくさん どが貝rつかり、多くの成果があ

がっていますb埋蔵文化財センターの入F¥講座では、市民の方々に鰯文化財の成果について聯を深め

て頂くため、下記の通り入F噌議座を開催しますbことしは｢瀧最官職」一訟注へのいざない－をテーマ

に、全国的にも記憩となっている もとに、守山の弥生時代

像にせまりたいと思っています｡講座では、出土遺物を見『ていただいたり、資料やスライドを園剰して分

かりやすく解説いたします。ふるってご参加下さるよう、案内申し上げます｡

l、講座日程

第1回6月リ？日(士）発掘最前線-守山の遺跡から弥生時代にせまる－

第2回7月17日（土）勃注時価はじまり－中鎚跡の調査から一

第3回8月7日（士）弥生のタイムカプセル－

第4回9月28日（火） 見学

第5回10月16日（士）雛の王国一

第6回1明11日（士）勃注時櫛､ら古墳時代へ－
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2，聯ト年間 1 , 0 0 0 円

3，時間午前9噸0分から118130分まで儲1-回目のみ午後1噸0分～3時30分まで）

上財センターニー4，場所

5，申し込み方法5，申し込み方法螺文化財センターに電活かファックス、有線で申し込みください。

窓・FAX07.7-585-4397有線側38112

上貝オ当センター友の会のこ虜案内

市立鰯文化財センター友の会の会員を募集していますb友の会では､埋蔵文イ るため

見学、 どの開催を行っていますb会員になります

と､各種催物のご案内や埋蔵文化財センター磯関紙｢乙貞」を送付させて頂きますも

年間 会費 2,000円

※，詳しいお問い合わせは､市立埋蔵文化財センターまでご連絡ください。
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